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団体名 ホームページURL 具体的な活動内容

Tottori Mama’ｓ http://tottori-mamas.com/

私たちの活動で虐待・DVのない社会へ繋げることを目的とし活動していま
す。 
主には産前産後、子育て世代の女性の孤立防止のための女性同士が繋
がる場をイベントを通して実施（ハイハイレース、毎月実施OPENDAY等）、
またLINE公式で相談も受付ています。

特定非営利活動法人西部ろうあ仲
間サロン会

https://www.nakama-saron.com/

主には聴覚障がいのある方を対象とした事業を実施していますが、今年
度より、米子市地域活動支援センターの運営を行い、障がいの有無に関
わらず地域住民の方々にも立ち寄っていただける施設運営を目指してい
ます。 
（食堂、カフェ、まちの保健室等）

夢現の風
https://www.facebook.com/muge
nkaze848

活動拠点「おりづるハウス　きないや」で、毎週水曜日に～SDGs折り鶴で
つながる絆～をモットーに、認知症予防体操、DVD視聴、脳トレパズルな
どをとおして介護予防活動並びに引きこもり対応や特殊詐欺予防啓蒙活
動などを行い福祉力向上を行っています。

鳥取県公共図書館協議会

県内市町村立図書館及び県立図書館で組織する任意団体。経済的困窮
や社会からの孤立、ひきこもり等の問題でお悩みの家庭（サポートの必要
な家庭）を応援するため、有用な情報や資料の提供、図書館を居場所とし
て活用していただく取組を進めている。

産前産後ケアハウスはぐはぐ合同
会社

https://www.hughug-
babymama.com/

助産師と保育士が常駐している0歳児を育てる母親やその家族のための
居場所。予約なしで利用可能なラウンジはコミュニティの場となっており、
妊産婦同士の仲間づくりも担う。妊娠期から利用でき、困ったときの相談
窓口としての役目も持つ。市町村委託産後ケア事業や0歳児の一時預か
りの実施。 

米子フリースクール http://www8.plala.or.jp/yfs0401/

　　もともとフリースクールを運営していますので、カウンセリング、学習支
援、居場所づくり、そして家庭訪問や電話相談等行っています。 
　問題は社会とつながっていない子どもたちです。ひきこもりの人やヤング
ケアラーの人たちにも長期的視野にたって接する必要があり、諦めず訪
問・来校（外出）を勧める等をすることが第一歩だと考え、これらの人の一
助になれることを願っています。

特定非営利活動法人 人と動物の
共生センター

https://human-animal.jp/

障害や孤立により、周囲からの支援や助言を隔絶した方が、つながりが乏
しいことで、動物に安息を求め、動物を集めてしまい多頭飼育崩壊の問題
へと繋がっています。解決には動物だけではなく、人の生活の立て直し
や、孤独に寄り添う支援をし、まず人を支え動物を適切に飼育できる環境
を作る必要があります。当団体では社会福祉関係事業所や生活困窮者本
人から相談を受けつけ、それぞれの問題解決のための支援を行っていま
す。

特定非営利活動法人ピアサポート
つむぎ

https://sites.google.com/view/n
po-tsumugi/

不登校やひきこもり、発達障害等の困り感を抱える子どもや若者、その家
族や支援者等に対して、当事者の視点に立って、当事者が安心できる居
場所づくりと相談支援を行い、併せて、地域の理解を促進するための啓発
活動や、居場所の機能を活かした情報交換や学びの活動等を実施するこ
とで、困り感のある子どもや若者とその家族が孤立することなく、地域で安
心して生活できる社会の実現に寄与することを目的として活動していま
す。

社会福祉法人　倉吉市社会福祉
協議会

https://www.kurayoshishakyo.co
m/

■活動分野・生活困窮者への自立支援、複雑化・複合化した課題を抱え
る世帯への支援（ひきこもり、８０５０問題、ヤングケアラー他） 
、地域における支え合い活動 
■具体的な活動内容　・社協独自の「倉吉くらしの応援団事業」による生
活困窮世帯への食料支援、制服リユース、リクルートスーツの貸出、ひきこ
もりがちな方の居場所「まいぺーす」 
・孤独・孤立しないための地域における見守りや交流会等の活動支援 
 

鳥取県精神障害者家族会連合会

鳥取県内の精神障がい者家族会(地域家族会)の連合体として主に以下
の活動をしています。 
精神保健福祉向上のための要望活動、精神保健福祉に関する研修会の
開催、広報啓発活動、精神障がい者家族等のための電話相談、家族及
び家族会支援活動

いき〇研究会

ひきこもりを抱えた人をはじめ、誰にとっても生きやすい地域社会とはどの
ようなコミュニティかを研究・実践している。調査結果をもとにイベントを開
催したり、つながりのためのプラットフォームづくりについていろんな人と連
帯しながら挑戦している。

鳥取医療生活協同組合 https://www.mcoop-tottori.jp/

東部において、年に数回、生活困窮者対象に食料配布、配達活動、その
後の伴走型支援を行っている。また、地域組合員が、年間約1300回、たま
り場活動、フレイル予報教室、認知症予防教室はじめ、つながりづくり、健
康づくり活動を展開。鳥取市官民連携孤独孤立対策プラットホームにも入
会し、「つながりサポーター」養成にも取り組んでいる。

ＴＲＩＧＧＥＲ株式会社

eスポーツ関連の事業を仕事とした障がい者就労継続Ｂ型事業所『わんだ
ふる』を運営しております。現在、今までどの事業所へ通うことができな
かった方が、ご家族と一緒ではありますが月に２回程度通所することがで
きるようになっています。まず自宅からでれる最初の１歩のきっかけとなる
事業所だと思っています。

合同会社あいいろ 倉吉にて訪問介護、通所介護を運営しています。

医療福祉センター倉吉病院
https://www.med-
wel.jp/kurabyou/

精神科医療機関として自死対策（SNS相談・電話相談）メンタルヘルス対
策・ひきこもり支援等幅広く取り組んでいます。

一般社団法人　ひだまり
https://www.tottorikodomogakue
n.or.jp

社会的養護経験者等の孤立を防ぎ、相談支援、生活支援、就労支援、自
助グループ活動を行っている。

一般社団法人みもざの会

鳥取県西部を中心に、DV被害者、要保護女子等の保護・自立を目的とし
て２０年以上活動を継続している。居場所づくり、フードバンクと連携して、
食支援、就労支援、生活支援、見守り支援等行っている。居住支援法人
（鳥取県第４号）に登録し、居住支援でも活動を継続中。 

NPO法人あかり広場
西部にて障がい福祉サービスの地域活動を通じひきこもりの人の居場所
づくりを行っている

特定非営利活動法人はるひな https://www.haruhina.net/

東部圏域にて、就労継続支援B型・共同生活援助・地域密着型通所介
護・住宅型有料老人ホーム・生活困窮者等子ども学習支援・基幹相談支
援センター・一般特定相談・成年後見制度法人後見の事業を行っていま
す。 


